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　Center　for　educational　research　and　training　has　the　course，‘‘pre・and　post・traini且g

for　teaching　practice，”for　the　students　who　will　take　teaching　practice　at　the　attached

schools　of　faculty　of　education，　Shinshu　University．　In　the　course，　teaching　portfblios

are　used　fbr　enhancement　of　students’results　on　teaching　practice，　The　teaching

port丘）lios　consist　of　lesson　plans　and　re負ection　sheets，　which　are　based　on　INTASC

standards　and　publishedon　the　web　site．

【キーワード】教育実習　ティーチング・ポートフォリオ　教師教育　INSTAC

1．はじめに

　信州大学教育学部では，教育実習の事前と事後に行う教育実習に関する指導を通して教

育実習の目的の達成をより確かなものにするために，「教育実習事前・事後指導」（1単位）

を開設しており，平成5年度より附属教育実践総合センター（平成10年度までは附属教

育実践研究指導センター）が担当している（小林・土井，1993；土井，1994，1995）。

　平成10年度からの学部カリキュラム改革に伴い，この「教育実習事前・事後指導」は，

「教育参加」（1年次），「学校教育臨床演習」（2年次），「教育実習事前・事後指導」「基礎

教育実習」（3年次），「応用教育実習」（4年次）という臨床経験科目を含な4年一貫した

教員養成カリキュラムの中に位置付けられている．

　「教育実習事前・事後指導」の中でも，事後指導においては，ティーチング・ポートフ

ォリオを用いながら，教育実習を通して学んだものを振り返り，教育実習前と対比しつつ

整理することによって，教育実習の成果を実り豊かなものにすることをねらいとしている。
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平成10年度より，教育実習で作成した学習指導案をWebページ化し，サーバ上で公開し

てきた。そして，平成13年度は，教育実習リフレクションシートをも合わせて，「教育実

習Webポートフォリオ」として公開している。

　本研究では，信州大学教育学部における「教育実習事前・事後指導」の実践について，

教育実習Webポートフォリオを中心に検討し，ティーチング・ポートフォリオ作成の意義

とこれからの教員養成カリキュラムのあり方を探ることを目的とする。

2．平成13年度「教育実習事前・事後指導」の概要

　平成13年度の「教育実習事前・事後指導」は，表1のように実施された。「教育実習事

前・事後指導」は，前期水曜7・8限の「事前指導」と集中講義形式での事後指導からな

表1　平成13年度「教育実習事前・事後指導」実施計画

回 日　程 内　容 担　当

1 4／11（水）
ガイダンス（1）取得単位確認，幼稚園実

Kの説明，書類作成

教務委員会

2 4／18（水）
ガイダンス（2）先輩たちの教育実習経

ｱに学ぶ，配属校の決定

教務委員会

3 4／25（水）
ガイダンス（3）学生組織の決定，学生相

k室から

教務委員会

4 6／6（水）
教育実習の意義と歴史

u先生」としての教育実習生の一日

実践セ（谷塚）

ﾀ践セ（土井

5 6／13（水）
目標分析と児童・生徒の実態把握

ｱれができれば良い授業になる①

実践セ（東原）

6 6／20（水）
これができれば良い授業になる②

[実した教育実習にするために

実践セ（東原）

ﾀ践セ（上村）

7 6／27（水）
教師のこころ，子どものこころ

�ﾆ参観のポイントと参観記録のとり方

実践セ（今田）

ﾀ践セ（谷塚）’

8 7／4（水） 実地指導1（授業参観，学年懇談） 附属学校園教官

9 7／11（水） 実地指導II（指導案づくり） 附属学校園教官

10 7／18（水） 実地指導III（指導案作成，学級懇談） 附属学校園教官

11 7／25（水）
教育界の現状と望ましい教師像

ｳ育実習が始まるにあたって

県教委教学指導課長

ｳ務委・学生委

12 9／20（木） 教育実習Webポートフォリオの作成① 実践セ（谷塚・東原）

13 11／14（水） 教育実習Webポートフォリオの作成② 実践セ（谷塚・東原）

※「実践セ」＝附属教育実践総合センター
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る。履修者は，「基礎教育実習」を履修する3年次生を中心として276名であった．実習

三種は，小学校183名（うち24名が幼稚園実習も履修），中学校93名である。

　4週間にわたって行われる「基礎教育実習」は，学校教育教員養成課程の学生は主免を

取得するために履修し，養護学校教員養成課程の学生は基礎免を取得するために履修し，

そして，生涯スポーヅ課程と教育カウンセリング課程の学生のうち教員免許の取得を希望

する学生が履修するものである。「基礎教育実習」は，原則として全員が教育学部附属学校

園で実習を行っている（一部，生涯スポーツ課程の学生についてのみ協力校実習を行う場

合もある）．3年次に「基礎教育実習」を履修した学生のうち，副免の取得を希望する学生

は，4年次に2週間の「応用教育実習」を履修することになる。

　「基礎教育実習」の終了後の事後指導では，各実習校に提出する教育実習レポートとは

別に，事後指導の課題として，次の3点の提出を課した。

①教育実習事前・事後指導アンケート

　教職志望度や教職適性判断に関する調査（四肢選択法）と合わせて，本年度の教

育実習事前・事後指導の授業評価を調査する。

②Webページによる指導案の作成

　平成10年度より，教育実習で作成した学習指導案のうち一つを選んで，PDFフ

ァイルとHTMLファイルを用いてWebページ化し，実践センターのサーバ上でイ

ンターネットを通して公開してきている．なお，Webページの作成方法については，

2年次必修科目「コンピュータ利用教育」で修得している。

③教育実習をふりかえって一よりよい教師になるためのチェックポイント10一

　教師としての専門性発達のプロセスを記録・評価する方法として，ティーチング・

ポートフォリオを作成レ，学生が自己の教育実習経験をふり返る。

このうち，②と③を，サーバ上で公開している．

3．ティーチング・ポートフォリオの作成による教育実習の振り返り

　日本の教育界においては，「総合的な学習の三二」などの評価法として導入されつつある

ポートフォリオ評価であるが，ポートフォリオは，教師教育（教員養成，現職教育ともに）

においても有効であることがいわれている。例えば，Bullock　and　Hawk（2001）は，「ポー

トフォリオを通して，教員養成段階の学生は，教えるための知識の獲得や教える能力をま

とめることができる。そして，大学教員は，学生に現れつつある能力や知識の反省を促す

ことができる」と述べている。また，Costantino　and　De　Lorenzo（2002）は，「ポートフォ

リオは，教師の仕事のオーセンティックな証拠を提供するものであり，教育実践に関する

振り返りを促す手段である」として，ティーチング・ポートフォリオを意義づけている．

　それでは，教職志望学生の教育経験を教職の職能発達に有効に関連づけ，教育実習にお

ける自己の成長を振り返るためには，どのような観点を用いればよいのであろうか．

　平成9年7月の教育職員養成審議会第1次答申「新たな時代に向けた教員養成の改善方
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策について」では，今後特に教員に求められる資質能力として，つぎの3点を挙げている。

地球的視野に立って行動するための資質能力

変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力

教員の職務から必然的に求められる資質能力

　この答申では，「未来に生きる子どもたちを育てる教員には，まず，地球や人類の在り方

を自ら考えるとともに，培った幅広い視野を教育活動に積極的に生かすことが求められる。

さらに，教員という職業自体が社会的に特に高い人格・識見を求められる性質のものであ

ることから，教員は変化の時代を生きる社会人に必要な資質能力をも十分に兼ね備えてい

なければならず，これらを前提に，当然のこととして，教職に直接関わる多様な資質能力

を有することが必要と考える」としており，変化の激しい時代における教員の具体的な資

質能力について検討している。

　また，平成14年度長野県公立学校教員採用選考要項では，選考における評価の主な観

点として，次の7項目が明記されている。

教育愛や情熱をもっていること

バランスのとれた人格をもっていること

社会人として広い視野をもっていること

幅広い教養をもっていること

教科の専門性に優れていること

論理的な思考ができ，創造性をもっていること

将来性をもっていること

　しかしこれらの観点は，いずれも抽象的であって，4週間の教育実習を通してこれらの

資質能力が身に付いているのかを学生が自己評価することは難しい。

　米国のINTASC（The　Interstate　New　Teacher　Assessment　and　Support　Consortium）

では，教員養成改革のために「INSTACスタンダード」を作成し，教員として満たすべき

条件を客観的に分析する明確な基準を提供している。米国の多くの州では教員免許申請時

にこのINSTACスタンダードに基づいて作成したティーチング・ポートフォリオを提出す

ることによって，教員としての資質を証明している。

　そこで，「教育実習事前・事後指導」では，INTASCスタンダードに基づく教育実習リ

フレクションシートを作成し，Web化した学習指導案と合わせてティーチング・ポートフ

ォリオとしてまとめてWebページで公開することを，事後指導の課題としている。

　このリフレクションシートの項目は，表2のとおりである．この10項目について3つ

の場面（教育実習前，教育実習中，教育実習後）からそれぞれふり返ることによって，教

育実習を通して身につけてきた教職の専門性を自己評価することができ，そして，教育実

習後から卒業までの課題を明確にすることができる。
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表2　「教育実習リフレクションシート」の項目

項　目 項　目　の　説　明

1．教科内容 教師は，自分が教えそして学習経験を創造することのできる，その中

心的概念，探究の方法，学問領域の構造を理解している。ここでの学

習経験とは，教科内容に関するこれらの側面を子どもにとって有意義

．なものにするようなものである。

2．子どもの 教師は，子どもたちがどのように学習し発達するのかを理解してい

学習 る。そして，知的・社会的・個人的発達を支援する学習機会を提供す

ることができる。

3．多様な子 教師は，子どもによって学習の仕方がどのように違うのかを理解して

ども いる。そして，個々の多様な子どもに応じた学習指導の機会を創造す

る。

4．教授方略 教師は，批判的思考，問題解決，実践スキルについての子どもの発達

を促進するための様々な学習指導方略を理解していて用いる。

5．学習環境 教師は，積極的な社会的相互作用，学習への活発な取り組み，自己の

動機づけを促進する学習環境を創造するために，個人及びグループの

動機づけや態度についての理解を用いる。

6．コミュニ 教師は，教室における積極的な探究，協働，協力的相互作用を促進す

ケーション るために，効果的な言語的，非言語的，メディアのコミュニケーショ

ン技術の知識を用いる。

7．指導計画 教師は教科内容，子ども，地域社会，教育目標に関する知識に基づい

て，学習指導を計画する．

8．評価 教廓は，子どもの知的・社会的・身体的な持続的発達を評価し保証す

るために，形式的あるいは非形式的な評価方略を理解していて用い

る。

9．反省と専 教師は，自分の選択や行為が他者（子ども，保護者，学習コミュニテ

門職として イの中での他の専門家）に与えた効果を継続的に評価する反省的実践

の成長 家であり，専門職として成長するための機会を積極的に求めている反

省的実践家である．

10．協働， 教師は，子どもの学習や幸福を支援するために，学校の同僚，保護者，

倫理，連携 そしてより広範囲なコミュニティにおける機関との連携を促進する．

4．「教育実習Webポートフォリオ」の実際

　「教育実習事前・事後指導」の事後指導の課題として課される「教育実習Webポートフ

ォリオ」は，「Webページによる指導案の共有」（図1，図2）と，「教育実習リフレクシ

ョンシート」（表3）から成る。

　このうち，「Webページによる指導案の共有」は，　HTML形式の概要部と，PDF形式の
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図2 「Webページによる指導案の共有」本体部

〆
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表3 「教育実習リフレクションシート」の例

項　目 項　霞　の　説　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層
ｳ育実習前賦dと’抱いて鐸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…Q讐製し二二だ澤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

口径の課題

　　　　　　　　　　　　　　．　「　．　「　．　■　．　．　「　．　「　．　．　．　．　．

ｻれぞれの項目について、今後の自分の成長
i研師として、または人日として）を促進ずる

ﾉはとうすればいいか、今後の課題を聾いて下
ｳい。

［教科内容

教師は、自分が鮫えそして学習経験
�n業することのできる、その中心
I概念，探究の方法、学闇領域の婿
｢を理解している。ここでの学習経
ｱとは，紋科内容に閲するこれらの
n面を生徒にとって霧恵嚢なものに
ｷるようなものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i（理科）小学校の白血ということで，中学校曼i

煙ｫ纒雛購惣峯餓譜鶉i・学醗しているのかを樫した・　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝てこの授繋をやったが，てこの原理を饒明して｝教え込むのでは，子ともたちは納得しなかっ　i

ｽ。てこの原理の理由や，生活に伴う冥体験とi　lしての凶暴をつかめるかどうかまで考えて，溺iべておかなければならないことを知った。　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

小学校でぱ、原理や定理などの知囲を教え込む
ﾌでは納縛しない。それがなぜそうなるのか，
ｽのためにあるのか，子ともたちの生活とその
K嬰感にそって，授繋を組み立てなければなら

ﾈい。そのためr日々子ともたちと同じ目緑で
lえレ物事を邉求す．る姿勢をもって生活してい
ｭことが必要である。そのような視点をこれか

轤ﾌ学留で身につけていきたい。

2　生徒の学習

教師は剛子どもたちがとのように学

Kし蜀遥するのかを理解している。
ｻレて、知町・社会的・伺人的発連
�x援する学璽薇会を堤感ずること
ｪできる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

今畿も子ともたちと日常的に囲わっていくの
ﾅ，その中でさらに子ともたちの発遥過程を見
ﾄいきたい。また，同時に何人もの予ともたち
ｪいるときに，すべての子ともに必要な支撮が
｢きわたるように注悪したい。

2　多様な学習者

教師ぱ、生徒によって学習の仕方が
ﾆのように違うのかを理解してい
驍曹ｻして，偲々の多様な学圃者に
桙ｶた学習指導の二会を創遺ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

図功どの櫻輔で1ま聰きにきた子ともへiの支撞だけでなく，すべての子ども一人一人にi必ず寓をかけてまわるようにした。そのことにiより，普殿はなか准か困っても言い出せない子i

これから子ともたちと出会う概会をたくさんも
ｿ，できるだけ多くの子ともたちの考え方にふ
黶A理解で皆るようにっとめたいD

4　教授方略

較β訓ま、批編的思考，間曲解決、霜

�Xキルについての生徒の悪運を促

iするための様々な学習指導方略を
揄�ｵていて用いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
qともたちが、周題に対して自分たちの力で解i

子どもたちが恩欲的に捜粟に夢貢するかとうか
ﾍ、教師の指碑の方法にかかっている。．これか
轤ｳらに勉強し、さまざまな方法を知り、橿璽
��ｯる予ともたちの実態とその場にあったア
Cチアを出せる柔うな桑苺を目指したい。

5学習環境

紋師は、租極的な社会的相互作用，

w画への活発な取り組み、自己の動
ﾚづけを促進する学習環境を創造す

驍ｽめに、個人及びグループの動纐
ﾃけや態度についての理解を用い
驍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

ｹ撰魁ン甥羅誹たことを学i・
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛

ﾙ翻皇瞭線譲野享寒gi・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．たちは自分が学びたいことを学ぶことができたiので、学瑠恵欲が萬まった。しかし、用意してi

D巽覇権響ξ鍵瑠募黎；｝意諏がついてこないのであまり学冒励果はあがiらなかったロ　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉

新しい単元に入り、子ともたちの忍臨にないこ
ﾆを授繋とする崩合、子ともたちの中から聞轟

倹zを引き出してやるということがもっと必要

ﾅあったDアレイパークやキャンアなとの活動
ﾅ、子どもたちとさらに厨わりを持ち、子とも

ｽちが今一を考えているのか、とういうことに
I心を持っているのかを判断できるようなカを
gに付けていきたい。

　　コミュニケー5　　シヨン

教師は、敦室における覆窺的な探
・A臨働．醤力的相互作馬を促進す
驍ｽめに、動果的な君語的、非雷語
I、メディアの］ミュニケーシヨン
Z術の知磁を朗いる◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

予ともたちと謝・とに慣れて・たので、灘iでも，　　　あまりあがらず、普段のままの乱しやす…

これからも子ともたちとの活動を続けていき、

ｳらなるコミュニケーションをはかりたい。ま
ｽ，今回の冥習では，敦窪の中だけの世界で
?ﾁたので，これからは地域連星に目を向けr

n域の方々と農翠活動を通してふれあい体験を
ｷるなと．ノンバーバル］ミュニケーシヨンを
揩ｿたいし、幌轍教育を学酎し、インターネッ
gなとのメティアを利用したコミュニケーショ
唐燻qともたちと一緒に利用できるような揮術
�gに付けておきたい。

7指導計画
教師は鞍科内容，生徒、地燐社芸、

ﾖ育目標に囲する隅切に塞ついて、
w琶指海を計團する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
遠剄草ｿ科指導基礎なと，各教科の指導法の授；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1黎を受け，指導とはとういうものであるかにっiいて学習していた。また番肋に敦科霞を饒み、　i　2

qともたちがとの程匿の知瓢や学習能力を持つi
ﾄいるのかを予想していた。　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

指導法の授翼で習ウた、指導計囮の立て方をもiとに，指導案を作成した。その隙辱子どもたちi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

窓ﾑ騰睡欝罐箕箒歪i・ちにとって取り租みやすいものとなるようにエ｝夷した。　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国

学習指與要領なとをよく舗み，そしてさらに各
ｳ科の指導方法を勉強して，より子ともたちの
ﾀ魍にあった授衆をすることができるようにな
閧ｽい。

8　評価

敦師は、学習暫の知的・社会的・身
ﾌ的な持続町発達を評価し保証する
ｽめに、形式的あるいは非形式的な

]価方略を理解していて用いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

全体として学琶を見て、大半の子ともたちがで
ｫたからよいというのではなくて、少しでもわ

ｩらない子ともがいたら7その子ともに対し
ﾄ，なぜわからなかったのか，どうずればわか
驍ﾌかを評価しなければならない。そのため、一人一人の一回の授熟の様子と評面などを紀入

ｵていけるような用紙をつくり，活用していき
ｽい。また，大勢の人がいても胃ちゃんと一人一人に目を配れるように．普段から多くの人と

ﾚすることに慨れておきたい。

　　反省と専門職と9　　しての成長

較師は、自分の選択や行為が飽者
i生徒、保護者，学留コミュニティ

ﾌ中での他の中門家）に与えた効果

�@的に堺暦する反告屯田霞目で
?閨A再門職として成長ずるための
｡会を租極朗に求めている反省的異
H家である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…キャン7なとの活動で，子ともたちやrポランi

eイアの学生のリーダーとしてみんなを引っ　i彊って活動する搬会が多かった。そのため，先｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，窪として，自分を慕って目標としてくれる人がi　3

ﾙ唖蝉頭勝騰騙るiもっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　F　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ｩ分のペースでr勢いよくぼんぼん授黙を逸めi

面白いだけでなく，子ともたちと真鋼に向き台
｢㌧お互いに成長できる存在でありたい。その
ｽめ，費段から何にでも翼剣に取り組む生濡を
ｵていきたい。

　　協働、倫理、連lo　　携

敦師は、生徒の学習や宰福を支握す
驍ｽめに、字校の同僚馳保護者．そ
ｵてより広範囲なコミュニティにお
ｯる搬関との逮携を促逗する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ﾕ加してもらおうと呼びかけているD現在、1Di
lぼどの大人の方が遜ひにきてくれたり恵見をi
｢ってく乏～たりするよ」うになった。　　　　　　　　i

小学校の敦師になることができたら，家庭や地
謔ﾆ連携した授熱を行っていきたい自そのた
ﾟ，プレイパークなとでさらに地域や蜜庭との
ﾂながりを持ち，将来のための基礎としたい。
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本体部から成る。また，「教育実習リフレクションシート」は，Excel形式で作成したファ

イルをPDFファイルに変換している。そして」これらは，信州大学教育学部附属教育実

践総合センターのWebサーバ（http：〃cert．shinshu・u．ac．jp／）で公開している。

　これらを作成した学生たちからは，「教育実習を，客観的に，多面的に，自分では気付か

なかった観点から，振り返ることができた」「今後の課題や自分に不足していることを明ら

かにすることができた」「教育実習について記録を残すことができた」などの感想を聞くこ

とができた。

5、おわりに

　「教育実習事前・事後指導」の課題として教育実習Webボ～トフォリオを作成すること

によって，学生が教職臨床経験を累積的に記録して，自己の教職専門性の成長過程を客観

的な基準を用いてふり返り，今後の課題を明確にすることができることがわかった。そし

てさらに，学部において学生が履修した科目が教育実習にどのように役立っているかを明

確な基準から分析し，教員養成カリキュラムの改善充実の具体的な方策を提示することも

できる。

　今後は，教育実習Webポートフォリオの構成要素，評価規準（ループリック），効果的

な利用法について，検討を深めていく必要があろう。
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